
は
、
顔
貌
に
お
い
て
各
人
の
個
性
は
表
れ
て
は
い
な
い
が
、
線
描
は
丁
寧
に
為

さ
れ
、
戒
浄
像
の
方
が
、
顔
が
大
き
く
、
ふ
く
よ
か
で
張
り
が
あ
り
、
明
ら
か

な
個
人
の
区
別
が
為
さ
れ
る
。
戒
浄
に
従
う
僧
も
、
服
飾
や
暈
し
に
同
様
の
表

現
が
採
ら
れ
る
こ
と
か
ら
尼
僧
と
推
測
さ
れ
、
本
画
の
供
養
者
像
は
全
て
女
性

像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
女
児
は
、
赤
茶
色
の
長
衣
と
白
の
披
巾
を
纏
い
、

頭
に
円
形
髻
二
つ
を
結
い
、
両
腕
で
布
（
反
物
）
を
抱
え
る
。
白
い
顔
に
丸
く

赤
い
頬
紅
を
挿
す
顔
は
、
形
式
化
さ
れ
た
表
現
と
し
て
十
世
紀
画
に
頻
繁
に
見

ら
れ
る
。

最
後
に
、
基
底
材
【
図
15
】
で
あ
る
が
、
本
画
で
は
、
菱
形
の
文
様
（
小
単

位
の
菱
文
及
び
そ
れ
を
四
つ
合
わ
せ
た
四
菱
文
）
を
織
り
出
す
綾
絹
が
用
い
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
文
様
を
伴
う
基
底
材
を
用
い
る
敦
煌
画
の
例
は
限
ら

れ
、
他
に
、
管
見
で
は
「
綾
地
銀
泥
描
菩
薩
立
像
長
幡
」（
大
英
博
物
館
所
蔵
、

ch. xxviii. 007

）
や
夾
纈
染
の
絹
を
利
用
し
た
幡
画
「
持
杖
薬
師
如
来
立
像
」

（
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
、EO

. 1178

）、（
（2
（

花
綱
の
よ
う
な
文
様
が
織
ら
れ
る
幡
頭

「
如
来
坐
像
」（V

&
A

美
術
館
所
蔵
、ST
EIN

490

（
（3
（

）
等
の
幡
画
が
あ
る
。
マ

シ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
は
本
画
の
絹
を
袈
裟
な
ど
の
布
が
再
利
用
さ
れ
た
も
の
と

位
置
付
け
る（

（3
（

。

以
上
の
本
画
に
は
、
中
尊
と
脇
侍
の
善
悪
二
童
子
、
諸
難
救
済
、
そ
し
て
供

養
者
部
分
と
、
三
種
類
の
描
法
が
看
取
さ
れ
る
。
三
尊
に
お
い
て
は
、
明
確
な

暈
染
が
為
さ
れ
、
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
と
は
異
な
る
趣
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
敦

煌
画
に
通
有
の
技
法
で
、
ま
た
肉
身
部
と
そ
れ
以
外
で
描
画
水
準
に
開
き
が
あ

る
こ
と
に
お
い
て
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
と
も
共
通
す
る
。
諸
難
救
済
の
場
面
で

は
、
人
物
の
顔
貌
描
写
が
五
代
期
以
降
の
壁
画
を
含
む
敦
煌
画
に
や
は
り
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
も
の
と
類
似
し
、
ま
た
五
代
か
ら
の
図
様
の
転
用
の
痕
跡
も
認

め
ら
れ
る
。
図
様
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
善
悪
童
子
に
も
指
摘
さ
れ
、
近
似
の

図
様
は
、
後
に
庶
民
に
近
い
低
官
職
者
が
発
注
し
た
作
品
に
も
用
い
ら
れ
る
。

供
養
者
像
に
は
、
庶
民
発
注
に
よ
る
作
品
と
共
通
の
描
法
が
認
め
ら
れ
る
が
、

各
人
の
描
き
分
け
は
明
確
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
も
フ
リ
ー
ア
水

月
観
音
ほ
ど
の
各
人
の
個
性
表
出
や
入
念
な
描
き
込
み
と
は
言
え
な
い
。
す
な

わ
ち
、
本
画
は
、
画
中
に
描
き
分
け

や
描
画
水
準
の
差
が
認
め
ら
れ
る
も
、

フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
図
中
の
そ
れ
ら

ほ
ど
に
極
端
な
も
の
で
は
な
く
、
様

式
化
傾
向
の
強
い
十
世
紀
の
敦
煌
画

の
枠
内
に
収
ま
る
と
言
え
る
。
こ
れ

は
図
像
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
観
音
の
六
臂
表
現
は
敦

煌
で
は
珍
し
く
な
く
、
次
節
で
み
る

ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
本
も
同
様
で
あ

【図15】�綾絹　六臂観音菩薩図部分　開宝八年
（975）　ボストン美術館所蔵 【図14】薬師如来図　天成四年（929）　白鶴美術館所蔵
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る
。
特
に
十
一
面
六
臂
観
音
の
作
例
は
多
い（

（3
（

。
ま
た
一
面
六
臂
観
音
を
中
心
と

し
て
、
周
囲
に
諸
難
救
済
を
配
す
る
類
例
や
、
片
脚
を
踏
み
下
げ
、
善
悪
童
子

を
従
え
、
諸
難
救
済
を
伴
う
多
臂
観
音
の
作
例
の
い
ず
れ
も
が
大
英
博
物
館

所
蔵
の
十
世
紀
作
品
中
に
見
出
さ
れ
る
（
各
々Ch. xl. 008

、Ch. lvii. 001

）。（
（3
（

片
脚
を
踏
み
下
げ
て
善
悪
童
子
を
伴
う
の
み
の
共
通
点
を
持
つ
類
例
に
は
、
先

述
の
大
英
博
本ch. lvii. 004

（
九
八
三
年
銘
）
等
が
あ
る
が
、
半
跏
坐
や
、
善

悪
童
子
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
地
蔵
と
の
融
合
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
十

王
に
本
来
伴
う
べ
き
善
悪
童
子
が
冥
界
の
救
済
者
地
蔵
を
経
て
、
観
音
に
付
随

し
た
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
観
音
・
地
蔵
の
融
合
を
示
す
代
表
例
と
し
て
「
放

光
菩
薩
図
」
が
あ
り
、
九
世
紀
～
十
世
紀
頃
の
敦
煌
絹
本
画
の
そ
の
作
例
と
し

て
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
所
蔵
品
が
知
ら
れ
る
。（

（3
（

つ
ま
り
、
本
画
は
、
図
像
的
に

も
十
世
紀
の
敦
煌
画
か
ら
は
み
出
す
特
徴
は
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

基
底
材
に
は
、
そ
の
特
別
な
個
性
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

・
発
願
文
と
供
養
者

【
録
文（

（3
（

】

（
1
）
霊
修
寺
法
律
尼
臨
壇
秉
義
大
徳
香
号
戒
浄
俗

姓
李
氏
敬
絵
観
音
菩
薩
㡧
（
幀
）
供
養

1
　
観
音
大
聖
、
神
験
无
辺
、
慈
悲
至
尊
、
威
霊
罕
測
。
有
求
必

2
　
応
、
浄
福
満
於
大
千
、
所
願
皆
従
、
梵
祉
周
於
百
億
。
厥
斯
闍

3
　
梨
尼
者
、
門
承
朱
紫
族
継
、
珪
璋
百
媚
、
厳
身
千
嬌
備
躰
。
而
又
菩
薩

4
　
花
之
歳
猒
五
苦
、
而
割
愛
辞
親
、
受
具
之
年
攬
三
乗
、
而
該
通
経

5
　
律
四
依
、
密
護
八
敬
、
寞
遵
播
愛
道
之
貞
風
、
扇
蓮
花
之
雅
則
。
故
得
緇
倫

6
　�

仰
重
栄
遷
、
秉
義
之
高
科
、
俗
吏
僉
提
　
　
恩
賞
、
臨
壇
之
貴
寵
。
匡
持

梵
百

7
　�

種
、
豊
饒
殿
刹
、
修
崇
万
般
勝
古
、
念
無
後
嗣
、
営
涅
槃
之
路
途
、
邈
写
真

容
、
結

8
　
当
来
之
勝
福
。
　
　
　
　
　
　
　
　
于
時
開
宝
八
年
乙
亥
歳
七
月
六
日
題
記
。

（
2
） 

霊
修
寺
法
律
尼
臨
壇
大
徳
香
号
明
戒
俗
姓
李
氏
一
心
供
養

【
発
願
文
の
翻
訳
】

観
音
菩
薩
は
、
利
益
に
は
限
り
が
な
く
、
慈
悲
は
こ
の
上
な
く
尊
く
、
威
光

は
測
り
知
れ
な
い
。
求
め
に
は
必
ず
報
い
が
あ
り
、
清
ら
か
な
幸
福
は
大
千
世

界
に
満
ち
、
願
い
は
す
べ
て
叶
い
、
穢
れ
の
な
い
幸
福
は
百
億
（
の
世
界
）
に

行
き
渡
る
。
そ
れ
こ
の
闍
梨
尼
は
、
貴
族
の
出
自
で
あ
り
、
珪
璋
（
の
よ
う
に

気
高
く
）
う
つ
く
し
く
、
愛
ら
し
い
容
姿
を
備
え
る
。
そ
の
う
え
、
菩
薩
の
花

の
歳
に
は
五
苦
を
厭
い
、
愛
着
を
捨
て
て
親
に
別
れ
、
受
戒
の
年
に
は
三
乗
を

手
の
う
ち
と
し
、
経
律
・
四
依
に
広
く
通
じ
、
八
敬
を
よ
く
護
り
、
し
ず
か
に

し
た
が
う
こ
と
に
は
大
愛
道
の
た
だ
し
い
教
え
を
ひ
ろ
め
、
蓮
花
色
比
丘
尼
の

た
だ
し
い
道
理
を
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
僧
侶
た
ち
に
敬
わ
れ

て
栄
転
を
重
ね
、
秉
義
の
高
い
地
位
と
な
り
、
世
俗
の
官
吏
よ
り
恩
賞
を
得

て
、
臨
壇
の
地
位
を
得
る
寵
愛
を
う
け
た
。
梵
（
釈
）
さ
ま
ざ
ま
を
正
し
く
ま

も
り
、
寺
院
を
豊
か
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
き
良
き
も
の
を
整
え
尊
び
、
後
嗣

の
無
い
こ
と
を
お
も
っ
て
、
涅
槃
の
道
を
営
み
、（
観
音
の
）
真
容
を
写
し
と
っ

て
、
来
世
の
す
ば
ら
し
い
幸
福
を
得
る
の
で
あ
る
。（
北
宋
）
開
宝
八
年
乙
亥

歳
七
月
六
日
に
記
す
。

【
供
養
者
】
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題
記
と
発
願
文
か
ら
は
、
霊
修
寺
の
法
律
で
あ
る
尼
僧
の
戒
浄
が
、
北
宋
の

開
宝
八
年
（
九
七
五
）
七
月
六
日
に
こ
の
観
音
菩
薩
図
を
作
成
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
霊
修
寺
は
、
十
世
紀
敦
煌
の
十
七
大
寺
の
ひ
と
つ
に
あ
た
る
尼
寺
で
、

そ
の
立
地
は
敦
煌
の
城
外
か
城
内
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
七
世
紀
末
頃
か

ら
十
世
紀
頃
ま
で
存
立
し
て
い
た
寺
院
で
あ
る（

（3
（

。
法
律
は
、
敦
煌
の
仏
教
教
団

組
織
で
寺
務
を
担
当
す
る
下
級
僧
官
で
、
一
寺
に
十
人
以
上
い
る
こ
と
も
あ
る

比
較
的
あ
り
ふ
れ
た
役
職
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
、
臨
壇
大
徳
は
、
授
戒
に
立
ち
会
う

資
格
と
し
て
節
度
使
か
ら
与
え
ら
れ
た
称
号
で
あ
り
、
当
時
の
敦
煌
で
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
開
宝
八
年
（
九
七
五
）
当
時
の
節
度
使
は
第
五
代
曹
氏

節
度
使
の
曹
延
恭
（
在
位
：
九
七
四
～
九
七
六
？
年
）
で
あ
る
。
な
お
、
本

作
の
供
養
者
で
あ
る
戒
浄
や
明
戒
は
、
尼
僧
の
リ
ス
ト
（S. 4444

、P. 2944

）

に
そ
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。
し
か
し
、
戒
浄
と
明
戒
の
名
前
が

見
え
る
リ
ス
ト
（S. 4444

）
は
別
の
尼
寺
で
あ
る
大
乗
寺
の
尼
僧
の
リ
ス
ト

と
考
え
ら
れ
て
お
り（

（4
（

、
戒
浄
が
現
れ
る
リ
ス
ト
（P. 2944
）
も
彼
女
が
所
属

す
る
尼
寺
の
名
前
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
尼
僧
が
本
作
品
の
尼
僧

と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

三
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
所
蔵
「
十
二
面
観
音
菩
薩
図
」【
口
絵
3
】

・
伝
来

弁
護
士
で
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
グ
レ
ン
ビ
ル
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ

（Grenville L. W
inthrop

、
一
九
八
六
～
一
九
四
三
年
）
が
一
九
三
七
年
に

山
中
商
会
よ
り
購
入
し
、
そ
の
後
、
一
九
四
三
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館

に
遺
贈
さ
れ
た（

（4
（

。

・
作
品
の
概
要
と
特
徴

縦
九
九
・
〇
㎝
、
横
六
二
・
八
㎝
、（

（4
（

雍
熙
二
年
（
九
八
五
）
銘
。
全
体
と

し
て
、
画
が
前
面
に
浮
き
立
つ
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
、
一
見
す
る
と
、
敦
煌

に
類
例
の
多
い
六
臂
十
一
面
観
音
と
『
法
華
経
』
普
門
品
の
諸
難
救
済
場
面
を

組
み
合
わ
せ
た
一
般
的
な
作
品
に
捉
え
ら
れ
、
所
蔵
館
の
作
品
名
で
も
「
十
一

面
観
音
像
」
と
す
る
が
、
既
に
知
ら
れ
る（

（4
（

よ
う
に
中
尊
は
十
二
面
六
臂
観
音
で

あ
る
。
通
例
通
り
に
、
下
方
に
発
願
文
と
供
養
者
像
二
体
を
描
く
が
、
供
養
者

像
と
相
対
し
て
千
手
観
音
像
一
体
を
描
き
、
更
に
尊
像
画
面
内（
中
尊
の
左
側
）

に
僧
形
供
養
者
像
一
体
が
登
場
す
る
こ
と
も
本
画
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

中
尊
の
十
二
面
観
音
は
、
三
眼
の
本
面
の
他
に
頭
上
に
菩
薩
面
十
、
頭
頂
に

如
来
面
一
を
有
し
、
渦
文
や
波
文
を
入
れ
る
池
か
ら
雲
気
状
の
茎
を
伴
っ
て
生

え
出
る
蓮
台
上
に
立
つ
。
蓮
華
は
、
中
心
部
を
橙
、
縁
を
白
に
塗
り
、
ふ
っ
く

ら
と
し
た
立
体
感
を
持
つ
。
六
臂
は
、
左
右
対
称
で
、
上
の
二
臂
で
日
月
を
掲

げ
（
右
手
に
日
、
左
手
に
月
）、
中
間
の
二
臂
は
胸
前
に
据
え
て
、
第
一
指
と

第
二
指
を
捻
じ
、
下
二
臂
は
垂
下
さ
せ
て
、
左
右
各
々
で
羂
索
と
数
珠
を
と
る
。

頭
上
に
は
、
植
物
状
の
天
蓋
が
あ
り
、
紫
蓮
華
を
中
心
と
し
て
、
左
右
に
紅
蓮

華
二
つ
と
樹
葉
が
配
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
瓔
珞
形
の
垂
飾
で
繋
が
れ
る
。
ま
た
、

頭
光
は
、
青
、
橙
、
緑
を
基
調
と
し
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
三
層
か
ら

成
る
。
頭
部
に
は
、
団
華
装
飾
を
付
け
る
冠
帯
、
冠
繒
、
耳
環
、
耳
環
背
後
の

紅
蓮
華
を
伴
う
装
飾
を
そ
れ
ぞ
れ
具
す
。
容
貌
は
、
肉
厚
の
顎
と
左
右
に
大
き

く
幅
を
と
る
眉
と
目
を
特
徴
と
す
る
ふ
く
よ
か
な
様
子
を
示
す
。
胸
が
張
り
、

腰
が
括
れ
、
腰
か
ら
下
に
重
心
が
あ
る
身
体
の
様
子
は
、
ボ
ス
ト
ン
六
臂
観
音

と
共
通
す
る
。
肩
に
青
い
垂
髪
を
か
け
、
裸
体
の
上
半
身
に
赤
褐
色
の
条
帛
、

肩
か
ら
中
臂
の
外
縁
に
沿
っ
て
波
打
ち
、
中
心
部
を
紫
に
彩
る
披
巾
の
よ
う
な

衣
、
黒
の
連
珠
の
頸
飾
、
黄
色
の
胸
飾
、
臂
釧
、
腕
釧
、
瓔
珞
、
六
臂
の
間
を
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縫
う
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
垂
下
す
る
透
明
な
天
衣
を
そ
れ
ぞ
れ
着
け
、
下
半
身

に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
発
色
の
良
い
橙
色
の
裙
を
履
く
。
裙
は
、
上
端

を
折
り
返
し
、
表
地
が
緑
、
裏
地
が
青
の
腰
帯
を
伴
い
、
め
く
れ
た
青
い
縁
の

裾
か
ら
白
の
裏
地
も
し
く
は
下
衣
を
覗
か
せ
る
。
ま
た
、
頸
に
か
け
た
白
い
帯

が
中
臂
を
経
て
、
手
前
に
垂
れ
る
。
描
線
は
、
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
や
ボ
ス
ト

ン
六
臂
観
音
と
同
様
に
肉
身
線
と
、
冠
繒
、
冠
帯
、
蓮
台
の
蓮
華
の
輪
郭
線
に

赤
を
用
い
、
そ
の
他
を
墨
線
と
す
る
。
肉
身
線
等
の
赤
の
描
線
が
形
態
に
即
し

て
、
緊
張
感
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
墨
線
は
ガ
タ
ガ
タ
と
揺
れ
動
い
て
何
度
も

継
い
で
一
つ
の
線
を
構
成
す
る
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
で
あ
る
。
肉
身
の
彩
色

は
、
暈
染
を
伴
わ
ず
、
白
を
基
調
と
す
る
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
で
、
描
き
起

こ
し
の
赤
線
よ
り
も
は
み
出
る
箇
所
が
目
立
つ
。
裙
の
彩
色
や
肉
身
線
の
丁
寧

さ
、
幅
広
の
容
貌
は
、
ボ
ス
ト
ン
六
臂
観
音
像
よ
り
も
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
像

に
近
い
。
更
に
描
法
、
図
様
、
彩
色
の
発
色
の
良
さ
も
含
め
て
最
も
近
似
す
る

像
が
、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」
の
中
尊
【
図
16
】
で
あ
り
、

当
像
は
五
代
・
十
世
紀
半
ば
の
作
で
、
や
が
て
ギ
メ
美
術
館
「
千
手
千
眼
観
音

菩
薩
図
」【
図
6
、M
G. 17659

、
太
平
興
国
六
年 （
九
八
一
）】
に
結
実
し
て
い

く
過
渡
期
の
作
品
と
推
測
さ
れ
る（

（4
（

。
本
作
は
、
白
鶴
本
よ
り
も
ふ
く
よ
か
な
顔

を
有
し
、
下
半
身
に
重
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
か
に
九
八
五
年
の
紀
年
に
相

応
し
い
時
代
の
推
移
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
、
白
鶴
本
の
系
統
が
大
き
く
昇
華
さ

れ
ず
に
保
存
さ
れ
た
一
形
態
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
十
二
面
と
い
う

図
像
に
つ
い
て
は
、敦
煌
で
は
、既
に
五
代
期
に
意
識
し
て
描
か
れ
て
お
り
、「
南

无
十
二
面
観
音
菩
薩
」と
い
う
傍
題
を
伴
う
顕
徳
六
年（
九
五
九
）の
作
品（M

G. 

2 5486

）
が
残
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
ま
た
、
十
世
紀
後
半
に
は
、
江
南
の
呉
越
国
で

十
二
面
の
「
応
現
観
音
図
」
版
画
が
開
版
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

本
画
の
十
二
面
は
、
確
信
的
に
採
ら
れ
た
表
現
の
可
能
性
が
高
い
。

中
尊
の
周
囲
は
、
濃
淡
の
緑
を
刷
い
て
自
然
景
を
作
り
、
そ
こ
に
諸
難
救
済

と
僧
形
供
養
者
像
を
描
く
が
、
殊
の
外
、
奥
行
き
が
意
識
さ
れ
た
構
図
と
な
っ

て
お
り
、
遠
景
に
三
角
を
前
後
に
連
ね
た
山
岳
も
置
か
れ
る
。
中
尊
の
左
に
控

え
る
僧
形
比
丘
像
は
、
他
の
人
物
像
よ
り
も
ひ
と
き
わ
大
き
く
、「
故
円
満
大

師
…
」
の
傍
題
を
伴
う
た
め
、
亡
人
像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
紫
蓮
華
に
よ

る
蓮
台
上
に
坐
し
、
橙
色
の
田
相
文
の
袈
裟
、
同
じ
く
橙
色
の
褊
衫
、
更
に
黄

色
の
内
衣
を
纏
い
、
両
手
を
胸
前
に
上
げ
て
、
右
手
で
白
布
を
と
り
、
そ
の
上

に
経
冊
を
の
せ
る
。
顔
貌
は
、
鼻
梁
が
長
く
、
き
ゅ
っ
と
結
ば
れ
た
口
、
濃
い

眉
に
切
れ
長
の
目
を
具
え
、
顎
に
若
干
の
肉
付
き
を
見
せ
、
聡
明
で
若
々
し
い

印
象
を
与
え
る
。
頭
上
に
は
、
火
炎
宝
珠
、
五
つ
の
垂
飾
を
つ
け
る
天
蓋
が
浮

か
び
、
蓮
台
と
共
に
、
当
像
が
尊
像
と
同
等
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
十

世
紀
の
観
音
図
に
は
、
本
画
の
よ
う
に
尊
像
と
同
じ
画
面
内
に
供
養
者
像
を
描

き
、
そ
れ
も
中
尊
の
脇
で
供
養
す
る
例
が
他
に
も
ギ
メ
美
術
館「
観
音
経
変
相
」

（M
G. 17665

（
（4
（

）
や
大
英
博
物
館
「
聖
観
音
菩
薩
像
」（Ch. liv. 006

、
天
復
十

年
〈
九
一
〇
〉）
と（

（4
（

し
て
残
る
。
こ
れ
ら
で
は
生
者
、
亡
者
の
い
ず
れ
も
が
登

【図16】�千手千眼観音菩薩図　白鶴美術館所蔵
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場
す
る
が
、
共
に
褥
上
で
柄
香
炉
や
華
盤
、
水
瓶
を
持
つ
な
ど
し
て
供
養
す
る

一
般
的
な
供
養
者
像
と
変
わ
り
な
い
。
本
画
の
円
満
大
師
像
は
、
天
蓋
や
蓮
台

と
い
っ
た
尊
像
の
要
素
を
具
え
る
こ
と
に
そ
の
特
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

諸
難
救
済
場
面
で
は
、
六
難
が
表
さ
れ
る
。
各
場
面
に
、
袍
と
幞
頭
を
身

に
着
け
る
一
～
二
人
物
が
、
定
型
化
し
た
姿
態
で
描
か
れ
、
や
は
り
顔
貌
は
硬

い
筆
で
描
か
れ
て
表
情
に
乏
し
い
が
、
身
体
は
ボ
ス
ト
ン
六
臂
観
音
よ
り
も
柔

軟
な
動
き
を
示
す
。
向
か
っ
て
左
に
四
場
面
、
同
右
に
二
場
面
を
配
し
て
お
り
、

左
最
上
の
金
剛
山
と
右
上
の
須
弥
峯
の
場
面
は
、
左
右
反
転
し
た
図
様
を
用
い

て
い
る
。
左
四
場
面
を
上
か
ら
①
～
④
、
右
二
場
面
を
上
か
ら
⑤
～
⑥
と
す
る

と
、
傍
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
或
被
悪
人
逐　

堕
落
金
剛
山
／
念
彼
観

音
力　

不
能
損
一
毛
」、
②
「
或
値
怨
賊
遶　

各
執
刀
枷
（
加
）
害
／
念
彼
観
音

力　

咸
即
起
慈
心
」、
③
「
或
囚
禁
枷
鏁　

手
足
被
杻
械
／
念
彼
観
音
力　

釈

然
得
解
脱
」、
④
「
仮
使
興
害
意　

推
落
落
大
火
坑
／
念
彼
観
音
力　

火
坑
変

成
池
」、
⑤
「
或
在
須
弥
峯　

為
人
所
推
堕
／
念
彼
観
音
力　

如
日
虚
空
住
」、

⑥
「
或
漂
流
巨
海　

龍
魚
諸
鬼
難
／
念
彼
観
音
力　

波
浪
不
能
没
」。
い
ず
れ
も

向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ
と
書
き
進
め
ら
れ
る
。『
法
華
経
』
普
門
品
の
記
述（

（4
（

に
沿

う
と
、
④
→
⑥
→
⑤
→
①
→
②
→
③
の
順
、
す
な
わ
ち
、
左
下
を
起
点
と
し
て
、

反
時
計
回
り
に
場
面
展
開
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
時
代
の
敦
煌
絹
本
画
に
お

い
て
、
諸
難
救
済
の
配
置
が
定
ま
ら
な
い
中
で（

（5
（

、
本
画
の
展
開
は
整
然
と
し
て

い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
③
と
⑥
が
、
大
英
図
書
館
「
観
音
経
冊
子
」【
図
17
】

と
同
じ
図
様
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
⑥
は
、
絵
画
と
傍
題
の
内
容
が

一
致
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
転
用
さ
れ
る
図
様
の
型
を
配
置
す
る
際
に
誤
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
後
、
校
閲
が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
仕
上
げ
ら
れ
た
過
程
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
尊
像
画
面
か
ら
界
線
を
挟
ん
で
下
方
に
配
さ
れ
る
供
養
者
枠
【
図

18
】
に
は
、
発
願
文
を
中
心
に
向
か
っ
て
右
に
施
主
「
宗
寿
」
像
と
、
男
侍
像
、

そ
し
て
同
左
に「
千
手
眼
観
世
音
菩
薩
」が
各
々
描
か
れ
る
。
宗
寿
は
、
黒
の
袍
、

尾
の
先
端
が
上
が
る
幞
頭
を
着
け
、
柄
香
炉
を
手
に
し
て
、
絞
り
染
め
風
の
褥

の
上
に
立
つ
。
鼻
梁
が
長
く
、
鼻
先
が
尖
り
、
下
顎
が
ふ
っ
く
ら
と
し
た
若
々

し
い
顔
貌
で
あ
る
。
髪
も
一
本
一
本
が
丁
寧
に
描
か
れ
る
。
後
ろ
に
控
え
る
男

侍
は
、
緑
の
袍
を
纏
い
、
両
側
頭
部
で
円
い
髻
を
結
い
、
水
瓶
を
手
に
す
る
。

宗
寿
像
の
前
に
置
か
れ
る
傍
題
を
記
す
短
冊
形
は
、
硬
質
な
石
碑
形
で
、
頂
部

に
火
炎
宝
珠
四
つ
と
連
珠
形
垂
飾
、
鱗
状
垂
飾
を
表
す
。
こ
の
宗
寿
の
姿
態
、

幞
頭
の
作
り
、
褥
や
短
冊
形
の
文
様
や
構
成
も
先
述
の
白
鶴
美
術
館
千
手
観
音

【
図
16
】
の
供
養
者
像
の
そ
れ
ら

と
類
似
す
る
。
十
世
紀
半
ば
の

作
と
推
測
さ
れ
る
白
鶴
本
で
あ

る
が
、
供
養
者
像
は
、
尊
像
よ

り
も
遅
れ
て
、
本
画
と
同
じ
十

世
紀
後
半
に
描
か
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

千
手
観
音
は
、
蓮
台
上
に
結

跏
趺
坐
し
、
十
四
本
の
大
手
を

持
つ
。
三
眼
を
描
く
円
い
輪
郭

の
顔
は
、
鼻
・
口
が
下
方
に
寄

り
、
頭
に
は
化
仏
を
正
面
に
表

す
方
形
冠
を
戴
く
。
胸
が
張
り
、

腰
が
括
れ
る
肉
身
部
は
、
現
状

で
は
下
描
き
線
が
目
立
つ
が
、

当
初
金
泥
を
施
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
大
手
は
、
正
面
の

【図17】�諸難救済図　観音経冊子部分　大英図書館所蔵
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左
右
二
手
ず
つ
（
計
四
手
）
で
施
無
畏
印
を
結
ぶ
或
い
は
合
掌
し
、
他
で
は
、

左
手
が
、
上
か
ら
錫
杖
、
紅
蓮
華
、
宝
鉢
、
宝
経
、
羂
索
、
右
手
が
、
上
か
ら

宝
戟
、
五
色
雲
、
紫
蓮
、
火
炎
宝
珠
、
数
珠
の
各
持
物
を
手
に
す
る
。
供
養
者

枠
に
尊
像
を
描
く
例
は
、
他
に
、
先
述
の
水
月
観
音
を
描
く
ギ
メ
美
術
館
「
千

手
千
眼
観
音
図
」【
図
8
、M

G. 17775

、
天
福
八
年
（
九
四
三
）】
や
、
被
帽

地
蔵
を
描
く
同
「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」【
図
6
、M

G. 17659

、
太
平
興

国
六
年 

（
九
八
一
）】、
引
路
菩
薩
を
描
く
同
「
被
帽
地
蔵
菩
薩
十
王
図
」【
図

3
、M

G. 17662

、
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）】、
引
路
・
被
帽
の
二
尊
を
描

く
甘
粛
省
博
物
館
所
蔵
「
父
母
恩
重
経
変
」（
淳
化
二
年
〈
九
九
一
〉）
が（

（5
（

あ

る
が
、
ギ
メ
千
手
観
音
図
（M

G. 17659

）
以
外
で
は
、
亡
者
像
と
共
に
尊
像

が
登
場
す
る
。
本
画
は
、
宗
寿
像
こ
そ
生
者
像
で
あ
る
が
、
尊
像
画
面
内
に
亡

き
円
満
大
師
像
が
表
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
ま
た
、
亡
人
の
冥

福
を
祈
願
す
る
内
容
を
含
む
作
品
の
場
合
、
供
養
者
枠
に
描
か
れ
る
尊
像
が
向

か
っ
て
左
に
配
さ
れ
、
同
右
の
亡
人
像
を
浄
土
等
へ
導
く
役
割
を
果
た
す
が（

（5
（

、

次
に
見
る
よ
う
に
本
画
で
の
発
願
文
で
は
冥
福
は
祈
願
さ
れ
ず
、
宗
寿
像
が
右

に
配
さ
れ
た
の
は
、
円
満
大
師
の
位
置
に
引
っ
張
ら
れ
た
結
果
と
捉
え
ら
れ
る
。

最
後
に
基
底
材
で
あ
る
が
、
本
画
の
画
絹
【
図
19
】
は
、
諸
経
で
あ
り
、
供

養
者
枠
の
向
か
っ
て
左
端
部
分
に
お
い
て
、
一
㎝

四
方
に
経
糸
三
六
本
、
緯
糸
十
九
越
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
よ
り
も
糸
数
は
少
な

い
が
、
緯
糸
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
空
隙
が
少
な
い
。

実
の
と
こ
ろ
、
マ
シ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
14C
測
定

に
よ
る
と
、
こ
の
画
絹
の
製
作
年
代
は
、
発
願
文

の
年
紀
よ
り
も
遡
る
唐
代
・
六
三
七
～
八
〇
七
年

頃（
（5
（

に
当
た
る
。
本
画
全
体
の
描
画
が
前
面
に
浮
き

【図19】�画絹　十二面観音菩薩図部分　雍熙二
年（985）　ハーバード大学美術館所蔵

【図18】�供養者像・発願文　十二面観音菩薩図部分　雍熙二年（985）　ハーバード大学美術館所蔵　PhotographⓒPresident and Fellows of 
Harvard College
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立
つ
よ
う
な
印
象
を
伴
う
要
因
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
画
は
、
尊
像
の
肉
身
部
や
供
養
者
の
顔
貌
の
描
写
が
丁
寧
に
仕
上

げ
ら
れ
、
装
飾
等
の
描
線
は
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
風
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
両
者

の
差
異
が
際
立
つ
点
で
、
ボ
ス
ト
ン
六
臂
観
音
よ
り
も
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
に

よ
り
近
い
特
徴
を
持
つ
。
諸
難
救
済
に
明
ら
か
な
よ
う
に
図
様
の
転
用
は
相

変
わ
ら
ず
為
さ
れ
て
い
る
が
、
背
景
も
含
め
た
構
図
に
は
奥
行
き
演
出
の
工

夫
も
見
ら
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
千
手
観
音
像
に
遡
る
系
統
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
、
当
系
統
の
最
優
品
が
、
大
幅
の
ギ
メ
美
術
館
「
千
手
千
眼
観
音
図
」

（M
G.17659

）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
十
世
紀
後
半
の
敦
煌
画
と
し
て
、
本

画
に
違
和
感
は
な
く
、
画
絹
と
年
紀
の
年
代
差
は
、
古
絹
を
意
図
し
て
用
い
た

こ
と
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
像
に
関
し
て
言
う
と
、
諸
難
救
済
場
面
の
導
入
や
下
記
の
銘
文
内
容
に
鑑

み
て
も
、
十
二
面
観
音
と
す
る
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
敢
え
て
当
図
像
が

選
択
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
中
尊
脇
で
供
養
す
る
円
満
大
師
は
、
亡
く

な
っ
て
久
し
く
、
や
は
り
下
記
の
発
願
文
で
は
冥
福
の
祈
願
対
象
で
は
な
く
、
尊

像
と
等
し
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
例
と
し
て
、
ギ
メ
美
術
館
「
千
手
千
眼

観
音
図
」【
図
8
、M

G. 17775

】
に
水
月
観
音
と
対
置
し
て
描
か
れ
る
発
願
者

の
母
像
が
挙
げ
ら
れ
る（

（5
（

。
発
願
文
を
参
照
す
る
と
、
円
満
大
師
を
登
場
さ
せ
た
の

は
、
大
師
の
観
音
供
養
に
よ
っ
て
、
宗
寿
の
祈
願
が
よ
り
確
か
な
成
就
を
為
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
向
か
っ
て
右
側
に
配
さ
る

こ
と
の
多
い
亡
人
像
と
違
わ
ず
に
中
尊
脇
の
そ
の
位
置
に
円
満
大
師
像
を
配
し
た

こ
と
か
ら
、
同
じ
構
図
を
供
養
者
枠
で
作
り
出
す
た
め
に
、
向
か
っ
て
右
に
宗
寿

供
養
像
、
そ
の
先
に
供
養
対
象
と
な
る
千
手
観
音
像
を
描
か
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
画
は
、
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
と
共
に
、
ボ
ス
ト
ン
六
臂
観
音
よ

り
も
描
画
、
図
像
の
選
択
の
幅
が
圧
倒
的
に
広
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

・
発
願
文
と
供
養
者

【
録
文（

（5
（

】

1　

絵
観
音
菩
薩
功
徳
紀　
　
　
　
　
　

窃
聞
、
化
形
六
道
救
苦
千
端
、

2　

拔
八
難
之
沈
淪
、
迴
三
塗
之
没
溺
。
有
求
必
応
、
無
願
不
従
。
改
危

3　

厄
而
与
安
寧
、
転
禍
崇
而
為
福
祐
、
慈
悲
之
力
莫
可
言
焉
、

4　

愍
済
之
方
豈
可
惻
（
測
）
矣
。
粤
有
清
信
仏
弟
子
衙
内
長
郎
君
宗
寿
、

5　

天
鍾
正
気
、
神
假
奇
霊
、
恢
偉
之
㒵
堂
々
、
樸
略
之
才
侃
侃
、
莫
不
捻

6　

弓
取
矢
、
六
鈞
七
札
而
不
虧
、
説
礼
論
書
、
五
徳
三
端
而
具
暁
。

7　

可
謂
虎
豹
之
子
文
彩
逈
然
、
鸞
鳳
之
姿
禎
祥
自
異
。
故

8　

能
情
崇
福
善
、
精
敬
仏
僧
、
道
芽
秀
茂
於
心
源
、
信
水

9　

溢
流
於
意
地
。
忽
想
有
故
円
満
大
師
世
姓
張
氏
、
念
欲

10　

珍
仰
、
命
筆
丹
青
㡧
（
幀
）
絵
斯
像
、
虔
敬
供
養
真
容
、 

11　

合
彩
福
利
周
円
。
先
願
、　　

社
稷
安
寧
、
仏
日
興
顕
、
四

12　

生
離
苦
、
八
難
速
除
、
一
心
念
号
於
観
音
、
百
劫
超
生
於
覚

13　

路
記
矣
。　
　

 

于
大
宋
雍
熙
二
年
乙
酉
歳
十
月
壬
寅
朔
十
九
日
庚
申
題
紀

（
1
）
施
主
清
信
弟
子
衙
内
長
郎
君
宗
寿
一
心
供
養

（
2
）
故
円
満
大
師
世
姓
張
氏
一
心
供
養

【
発
願
文
の
翻
訳
】

観
音
菩
薩
を
描
く
功
徳
に
つ
い
て
の
記

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、（
観
音
菩
薩
は
）
六
道
に
化
身
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
苦
し
み
を
救
い
、
八
難
の
沈
淪
か
ら
助
け
だ
し
、
三
塗
の
没
溺
か
ら

救
い
か
え
す
。
求
め
に
は
必
ず
報
い
が
あ
り
、
願
い
が
叶
わ
な
い
こ
と
は
な
い
。
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危
機
を
救
い
安
寧
を
与
え
、
災
い
を
福
に
転
じ
、
慈
悲
の
力
は
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
ず
、
救
済
の
方
（
法
）
は
、
測
り
知
れ
な
い
。
こ
の
清
信
仏
弟
子
衙
内

長
郎
君
の
（
曹
）
宗
寿
は
、
天
が
天
地
の
元
気
を
あ
つ
め
、
神
が
不
思
議
な
霊

気
を
あ
た
え
、
大
柄
で
す
ぐ
れ
た
容
貌
は
堂
々
と
し
て
、
実
直
な
資
質
は
剛
直

さ
が
あ
り
、
い
つ
で
も
弓
矢
を
と
れ
ば
、
六
鈞
（
の
強
弓
で
鎧
の
）
七
つ
の
札さ

ね

（
を
射
て
）
欠
け
る
こ
と
な
く
（
貫
き
通
し
）、
礼
を
説
き
と
書
を
論
じ
た
な
ら

ば
、
五
徳
と
三
端
（
を
そ
な
え
）、
聡
明
で
あ
る
。（
ま
さ
し
く
）
虎
豹
の
子
の

文
様
（
の
）
い
ろ
ど
り
は
（
他
と
は
）
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鸞
鳳
の
姿

の
め
で
た
い
し
る
し
は
自
ず
か
ら
（
他
か
ら
）
飛
び
抜
け
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
、
真
心
を
こ
め
て
福
善
を
尊
び
、
し
っ
か
り
と
仏
僧
を
敬
い
、（
仏
）

道
の
芽
は
心こ

こ
ろ源

に
生
い
茂
り
、
信
（
心
の
）
水
は
意こ

こ
ろ地

に
あ
ふ
れ
流
れ
て
い
る
。

不
意
に
今
は
亡
き
円
満
大
師
で
そ
の
俗
姓
が
張
氏
で
あ
る
（
尼
僧
）
の
こ
と
を

想
い
起
こ
し
、
大
切
に
敬
い
慕
い
た
い
と
念
じ
て
、
筆
や
絵
具
で
そ
の
（
円
満

大
師
の
）
像
を
描
か
せ
、
敬
虔
に
（
観
音
の
）
真
容
に
供
養
し
、
い
ろ
ど
り
を

合
わ
せ
福
徳
と
利
益
は
あ
ま
ね
く
満
ち
る
の
だ
。
ま
ず
願
う
こ
と
に
は
、
社
稷

が
安
寧
で
あ
り
、
仏
日
が
あ
ら
わ
れ
、
四
生
が
苦
し
み
を
離
れ
、
八
難
が
速
や

か
に
除
か
れ
ま
す
よ
う
に
。
一
心
に
観
音
を
念
じ
、
百
劫
に
わ
た
っ
て
悟
り
へ

の
道
に
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
、
と
記
す
。　
　
（
北
）
宋
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）

乙
酉
歳
十
月
壬
寅
朔
十
九
日
庚
申
に
記
す
。

【
供
養
者
】

題
記
と
発
願
文
か
ら
は
、
北
宋
の
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）
十
月
十
九
日
に
、

後
の
第
七
代
曹
氏
帰
義
軍
節
度
使
の
曹
宗
寿
が
こ
の
観
音
菩
薩
図
を
作
成
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
北
宋
の
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）
は
、
第
六
代
曹
氏
帰
義
軍
節

度
使
の
曹
延
禄
（
在
位
：
九
七
六
？
～
一
○
○
二
年
）
の
治
世
に
あ
た
る
。
本

作
の
施
主
で
あ
る
「
清
信
弟
子
衙
内
長
郎
君
宗
寿
」
は
、
官
称
号
こ
そ
帯
び
て

い
な
い
も
の
の
、
節
度
使
の
軍
営
（
政
庁
）
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
「
衙
内
」

と
「
長
郎
君
（
年
長
の
若
さ
ま
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
呼
称
を
持
ち
、
後
の
第

七
代
曹
氏
帰
義
軍
節
度
使
の
曹
宗
寿
と
同
じ
「
宗
寿
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の

で
、
曹
宗
寿
で
あ
る
と
見
做
す
べ
き
だ
ろ
う（

（5
（

。
曹
宗
寿
は
叔
父
で
節
度
使
の
曹

延
禄
の
も
と
で
養
育
さ
れ
教
え
を
う
け
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
（『
宋
会
要
輯

稿
』、
蛮
夷
五
、
瓜
・
沙
二
州
、
咸
平
五
年
条
）、
衙
内
長
郎
君
の
呼
称
は
お
そ

ら
く
そ
の
時
期
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
こ
の
供
養
者
像
に
は
大
人
の
男
性
ら
し
い

口
髭
は
な
く
、
若
者
ら
し
い
印
象
が
あ
る
。
な
お
、
曹
宗
寿
像
の
上
に
描
か
れ
、

発
願
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
尼
僧
の
「
故
円
満
大
師
世
姓
張
氏
」
は
、
楡
林

窟
第
一
二
窟
主
室
西
門
上
漢
文
誓
文
に
み
え
る
「
円
満
大
師
」（
四
行
目
）、「
張

禅
和
尚
」（
五
行
目
）
と
同
じ
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る（

（5
（

。

四
、
三
題
の
敦
煌
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
―
結
び
に
か
え
て

米
国
所
蔵
の
紀
年
銘
を
持
つ
絹
本
著
色
画
三
題
は
、
い
ず
れ
も
十
世
紀
の
作

で
、
観
音
を
中
尊
と
し
、
五
代
～
宋
初
に
敦
煌
を
統
治
し
て
い
た
曹
氏
一
族
お

よ
び
十
七
大
寺
の
一
つ
霊
修
寺
所
属
の
尼
僧
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中

尊
と
し
て
観
音
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
十
世
紀
の
敦
煌
画
に
お
い
て
圧
倒
的
に

多
く（

（5
（

、
か
つ
、
う
ち
二
作
品
は
水
月
と
十
二
面
と
い
う
比
較
的
新
し
い
図
像
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
当
時
の
世
相
を
反
映
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
し

て
、
三
作
品
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
画
内
に
描
画
水
準
の
差
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
尊
像
だ
け
で
な
く
、
諸
難
救
済
場
面
に
顕
著
な
よ
う
に
他
の
敦
煌
画
と
共

通
の
図
様
が
見
ら
れ
、
そ
の
転
用
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

十
世
紀
の
敦
煌
絹
本
画
は
、
縦
の
寸
法
に
基
づ
い
て
三
分
類
で
き
る（

（5
（

。
す
な
わ

ち
、
第
一
類
：
一
二
〇
㎝
以
上
、
第
二
類
：
一
二
〇
㎝
未
満
、
一
〇
〇
㎝
以
上
、
第
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三
類
：
一
〇
〇
㎝
未
満
。
こ
の
枠
で
、
絵
画
の
作
行
き
の
水
準
や
発
注
者
の
身
分

が
、
相
対
的
に
変
化
し
、
第
一
か
ら
二
、
三
へ
と
進
む
に
従
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は

低
下
し
て
い
く
。
第
一
類
の
発
注
者
は
、
王
族
や
高
官
、
大
寺
院
の
僧
侶
と
い
っ

た
上
層
階
級
者
に
限
ら
れ
、
第
二
類
に
お
い
て
官
位
の
低
い
者
複
数
人
が
協
力
し

て
発
注
す
る
作
品
が
現
れ
、
第
三
類
で
は
庶
民
が
一
人
で
発
注
す
る
作
品
も
見
ら

れ
る
。
前
掲
し
た
作
品
の
中
で
は
、
ギ
メ
美
術
館「
被
帽
地
蔵
菩
薩
十
王
図
」【
図

3
、M

G. 17662

】
や
同
「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」【
図
6
、M

G. 17659

】
が

第
一
類
の
代
表
作
で
、
四
川
博
物
院
「
水
月
観
音
菩
薩
図
」【
図
5
】
が
第
二
類

に
當
た
る
。
第
三
類
の
例
と
し
て
は
、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
「
薬
師
如
来
図
」【
図

14
】
が
あ
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
分
類
は
あ
く
ま
で
も
全
体
の
相
対
的
な
傾
向
に

よ
る
枠
組
み
で
あ
り
、
第
二
、
三
類
に
お
い
て
、
描
画
水
準
の
高
い
作
品
も
存
在

し
、
ま
た
統
治
者
階
級（
王
族
）が
発
注
し
た
作
品
も
あ
る
。「
観
音
曼
荼
羅
」【
図

20
、
天
福
六
年
（
九
四
一
）】
は
、
縦
の
寸
法
九
一
・
五
㎝
で
あ
る
が
、
立
体
感
の

あ
る
描
画
、
金
も
多
用
し
た
入
念
な
彩
色
が
際
立
つ
優
品
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
分
類
を
適
用
す
る
と
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
水
月
観
音
像
は
第
二

類
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
六
臂
観
音
像
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
十
二
面
観
音

像
は
第
三
類
に
該
当
す
る
。
た
だ
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
像
の
場
合
、
九
九
・
〇
㎝

の
寸
法
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
第
二
類
と
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
位
置
す
る
。
フ

リ
ー
ア
像
、
ハ
ー
バ
ー
ド
像
の
い
ず
れ
も
王
族
の
発
注
に
な
る
が
、
大
き
さ
も

仕
上
が
り
も
第
一
類
に
は
及
ば
な
い
。
前
者
は
、『
法
華
経
』
の
影
響
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
紙
本
に
よ
っ
て
も
広
く
流
通
し
て
い
た
菩
薩
の
図
様
を
用
い
て
お

り
、
後
者
は
、
同
じ
系
統
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
ギ
メ「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」

（M
G. 17659

）
ま
で
昇
華
せ
ず
に
出
来
上
が
っ
た
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要

因
に
は
、
い
ず
れ
の
発
注
者
も
王
族
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
母
親
の
発

願
に
よ
る
（
フ
リ
ー
ア
）、
或
い
は
未
だ
官
位
を
有
さ
な
い
若
輩
者
（
ハ
ー
バ
ー

ド
）
と
い
う
条
件
も
関
わ
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
両
作
品
共
に
、

尊
像
や
供
養
者
の
肉
身
部
分
の
描
写
、
裙
な
ど
の
彩
色
の
入
念
さ
は
特
筆
に
値

し
、
加
え
て
フ
リ
ー
ア
像
の
供
養
者
で
は
各
人
の
個
性
も
明
確
に
現
れ
て
い
た
。

一
方
、
ボ
ス
ト
ン
像
で
は
、
確
か
に
画
内
で
の
描
画
水
準
の
差
は
見
ら
れ
、
装

飾
の
作
り
方
な
ど
は
前
二
者
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
仕
上
が
り
の
良
し

悪
し
の
差
が
、
前
二
者
に
比
べ
て
狭
く
、
ま
た
庶
民
発
注
品
（
白
鶴
美
術
館
所

蔵
薬
師
如
来
図
）
と
も
共
通
点
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
第
三
類
の
枠
内
に
収
ま

る
作
と
言
え
る
。
こ
の
事
実
は
、
ボ
ス
ト
ン
像
の
発
注
者
が
、
大
寺
院
の
僧
と

は
言
え
、
法
律
と
い
う
ご
く
一
般
的
な
肩
書
の
み
を
持
つ
こ
と
と
齟
齬
し
な
い
。

以
上
の
傾
向
は
、
図
像
や
構
図
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較

的
新
し
く
特
殊
な
尊
名
や
図
像
を
採
用
し
て
敦
煌
様
式
に
落
と
し
込
み
、
ま
た
、

自
然
景
に
奥
行
き
を
持
た
せ
、
或
い
は
尊
像
枠
内
に
亡
人
像
を
描
き
込
み
、
そ

れ
と
の
有
機
的
な
関
係
で
施
主
の
供
養
者
像
の
配
置
を
工
夫
す
る
等
の
選
択
の

幅
が
フ
リ
ー
ア
、
ハ
ー
バ
ー
ド
作
品
で
は
見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
ボ
ス
ト
ン【図20】�観音曼荼羅　天福六年（941）　ⓒ国立故宮博物院
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像
に
は
そ
れ
が
看
取
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
一
作
品
内
で
の
描
画
水
準
の
差
に
つ
い
て
は
、
最
上
級
の
出

来
栄
え
を
誇
る
第
一
類
の
作
品
内
で
も
確
か
め
ら
れ
る（

（6
（

。
よ
っ
て
、
十
世
紀

の
敦
煌
で
は
、
支
配
者
層
か
ら
庶
民
ま
で
の
発
注
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
尊
像
部
分
の
図
様
、
装
飾
や
文
様
の
一
律
の
ベ
ー
ス
の
上
に
、
発
注
者
の

身
分
や
発
注
内
容
に
応
じ
て
図
様
や
供
養
者
像
、
仕
上
が
り
の
具
合
を
調
整
す

る
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
の
体
制
が
整
っ
て
い
た
と
言
え
る（

（6
（

。
そ
れ
は
基
底
材
に
も
及

び
、
第
三
類
の
庶
民
発
注
の
白
鶴
薬
師
如
来
図
で
用
い
ら
れ
て
い
た
諸
経
の
画

絹
と
比
較
す
る
と
、
フ
リ
ー
ア
像
の
画
絹
は
平
織
に
近
く
、
そ
し
て
ハ
ー
バ
ー

ド
像
に
は
唐
代
の
古
絹
が
用
い
ら
れ
、
更
に
ボ
ス
ト
ン
像
に
は
綾
絹
が
転
用
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
制
作
シ
ス
テ
ム
が
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
「
画
院（

（6
（

」

の
実
態
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
が
、
画
院
が
そ
の
体
制
の
中
に
包
括
さ
れ
る
の

か
、
あ
る
い
は
画
院
が
そ
れ
を
覆
う
組
織
で
あ
る
の
か
は
検
討
を
要
す
る
。

以
上
、
米
国
所
蔵
の
有
紀
年
銘
の
絹
本
画
三
題
は
、
敦
煌
画
の
受
注
と
規
格

に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
具
体
化
す
る
作
品
群
で
あ
る
こ
と
が
頷
か
れ
よ
う
。
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研
究
』第
五
、
法
蔵
館
、
一
九
六
二
年
、
二
六
一
頁
）。

26	

ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
編
『
西
域
美
術
―
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
二
年
、
図
版
二
七
。

27	

『
法
華
経
』
巻
第
七
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
五
五
頁
。

28	

比
較
例
と
し
て
、
莫
高
窟
第
六
一
窟
壁
画
等
（
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・

敦
煌
莫
高
窟
』
第
五
巻
、
一
九
八
二
年
、
図
版
六
〇
等
）。

29	

各
々
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
編
『
西
域
美
術

－

大
英
博
物
館
ス
タ
イ

ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
四
年
、
図
版
三
四
、
前
掲
ジ
エ

ス
（
一
九
九
四
）
図
版
十
二
。

30	
https://collections.vam

.ac.uk/item
/O

89938/the-stein-collection-banner-
fragm

ent-unknow
n/ 　

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
二
五
日
。

31	
M
atthew

 Brack (2010) pp. 32-34.

32	

前
掲
松
本
（
一
九
八
五
）
六
八
二
頁
。

33	

前
掲
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
九
八
二
、
第
二
巻
）
図
版
十
八
、
二
一
。

34	

前
掲
藤
井
斉
成
会
（
一
九
九
六
）
七
八
頁
、
松
本
榮
一
「
敦
煌
画
拾
遺
（
一
）」『
佛
教
藝

術
』
第
二
八
号
、
一
九
五
六
年
、
六
七
～
六
八
頁
参
照
。

35	

原
文
は
向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ
と
書
き
進
め
る
。
先
行
す
る
録
文
に
つ
い
て
は
、
前

掲
馬
徳
（
一
九
九
九
）
一
七
二
～
一
七
三
頁
、
前
掲
徐
自
強
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
四

四
三
頁
、
羅
福
葆
編『
沙
州
文
録
補
』（
羅
振
玉『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』四
編
第
一
二
冊
、

一
九
二
四
年
：
再
版
、
文
華
出
版
・
大
通
書
局
、
一
九
六
八
～
一
九
七
六
年
、
五
八

二
一
～
五
八
二
二
頁
）
を
参
照
。

36	

土
肥
義
和
「
莫
高
窟
千
仏
洞
と
大
寺
と
蘭
若
と
」『
講
座
敦
煌
3
敦
煌
の
社
会
』
大
東

出
版
社
、
一
九
八
○
年
、
三
五
五
～
三
六
二
頁
、
李
正
宇
『
敦
煌
史
地
新
論
』
新
文
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豊
出
版
公
司
、
一
九
九
六
年
、
九
一
頁
参
照
。

37	

竺
沙
雅
章
「
敦
煌
の
僧
官
制
度
」『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』
同
朋
舍
出
版
、
一
九
八

二
年
、
三
七
八
～
三
八
九
頁
参
照
。

38	
湛
如『
敦
煌
仏
教
律
儀
制
度
研
究
』中
華
書
局
、二
〇
〇
三
年
、一
〇
八
～
一
二
八
頁
参
照
。

39	
前
掲
馬
徳
（
一
九
九
九
）
一
七
三
頁
参
照
。

40	

藤
枝
晃
「
敦
煌
の
僧
尼
籍
」『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
二
九
冊
、
一
九
五
九
年
、
三

○
四
～
三
○
五
頁
。

41	
https://harvardartm

useum
s.org/collections/object/204072?position=204072　

 

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
二
五
日
。

42	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
で
は
、
九
七
・
五
×
六
二
・
六
㎝
と
し
て
い
た
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
る
数
値
に
改
め
る
。

43	

前
掲
馬
徳
（
一
九
九
九
）
一
七
三
頁
。

44	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
四
八
頁
。

45	

当
画
の
面
数
は
実
際
に
は
、
十
一
で
あ
る
が
、
傍
題
に
十
二
面
観
音
の
尊
名
が
明
記

さ
れ
る
。（
前
掲
ジ
エ
ス
〈
一
九
九
四
〉
図
版
九
三
）。

46	

増
記
隆
介
の
研
究
に
よ
る
と
開
宝
七
年
（
九
七
四
）
開
版
（
増
記
隆
介
『
院
政
期
仏

画
と
唐
宋
絵
画
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
八
頁
）。

47	

前
掲
ジ
エ
ス
（
一
九
九
四
）
図
版
七
二
。

48	

前
掲
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
九
八
二
、
第
二
巻
）
図
版
七
。

49	

『
法
華
経
』
巻
第
七
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
五
五
頁
。

50	

前
掲
松
本
（
一
九
八
五
）
図
版
四
一
～
四
四
参
照
。

51	

甘
粛
省
博
物
館
編
『
甘
粛
省
博
物
館
文
物
精
品
図
集
』
三
秦
出
版
社
、
二
四
三
頁
。

52	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
五
四
～
五
五
頁
。

53	
M
atthew

 Brack (2010) p.38.

54	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
五
四
頁
。

55	

原
文
は
向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ
と
書
き
進
め
る
。（
1
）
は
尊
像
枠
内
、（
2
）
は
供

養
者
枠
の
向
か
っ
て
右
に
記
さ
れ
る
。
先
行
す
る
録
文
に
つ
い
て
は
、
馬
徳
（
一
九

九
九
）
一
七
四
頁
、
徐
自
強
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
四
四
八
頁
参
照
。

56	

前
掲
馬
徳
（
一
九
九
九
）
一
七
四
～
一
七
五
頁
参
照
。

57	

坂
尻
彰
宏
・
赤
木
崇
敏
「
楡
林
窟
第
一
二
窟
主
室
西
門
上
漢
文
誓
文
〔
補
訂
版
〕」
坂

尻
彰
宏
編
『
敦
煌
石
窟
に
お
け
る
供
養
人
像
の
歴
史
学
的
研
究
』（
二
○
一
六
年
度

～
二
○
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
🄒
）「
敦
煌
石
窟
に
お
け
る
供
養

人
像
の
歴
史
学
的
研
究
」
研
究
代
表
者
：
坂
尻
彰
宏
、
成
果
報
告
書
）
二
○
二
○
年
、

一
一
六
頁
参
照
。

58	

張
培
君
「
敦
煌
蔵
経
洞
出
土
遺
画
中
供
養
人
画
像
初
探
」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
七
年

第
四
期
、
九
一
～
九
七
頁
、
前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
五
二
頁
。

59	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
四
一
～
五
二
頁
。

60	

前
掲
ジ
エ
ス
（
一
九
九
五
）
図
版
六
三
。

61	

前
掲
田
林
（
二
〇
一
九
）
五
六
頁
。

62	

段
文
傑「
莫
高
窟
晩
期
の
芸
術
」前
掲
敦
煌
文
物
研
究
所（
一
九
八
二
）一
四
三
頁
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
版
提
供
並
び
に
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
諸
機
関
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

口
絵
1
、
図
1
～
2　

フ
リ
ー
ア
美
術
館
提
供
。

口
絵
2
、
図
11
、
図
13　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
提
供
。

口
絵
3
、
図
18　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
提
供
。

図
3　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
編
『
西
域
美
術
―
ギ
メ
美
術
館　

ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
五
年
。

図
4
、
19　

田
林
啓
撮
影
。

図
5　

四
川
省
博
物
館
編
『
四
川
省
博
物
館
』
講
談
社
、
一
九
八
八
年
。

図
6
～
8　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
編
『
西
域
美
術
―
ギ
メ
美
術
館　

ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
。

図
9　

大
英
博
物
館
提
供
。

図
10　

坂
尻
彰
宏
・
田
林
啓
「
米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
水
月
観
音
菩
薩
図
再
考
」『
敦
煌

写
本
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
二
〇
二
四
年
。

図
12
、
17　

ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
編
『
西
域
美
術
―
大
英
博
物
館
ス
タ

イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
二
年
。

図
14　
『
白
鶴
美
術
館
館
蔵
品
選
集
』
白
鶴
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
。

図
15　

瀧
朝
子
氏
撮
影
。

図
16　

白
川
静
監
修
『
白
鶴
英
華
―
白
鶴
美
術
館
名
品
図
録
』
白
鶴
美
術
館
、
一
九
七
八
年
。

図
20　

国
立
故
宮
博
物
院
提
供
。

（
附
記
）�
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
石
窟
史
料
か
ら
み
た
敦
煌
オ
ア
シ
ス
地
域
の
研

究
」（
二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度
、20H

01326

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
謝
辞
及
び
筆
者
紹
介
に
つ
い
て
は
注
7
に
記
載
）

─ 30 ─


